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真塩　凌弥

流動する余薫

2023年

日野雅司 准教授

リュウドウスルヨクン

流動する余薫

余薫とは…残香。先人が残した恩恵。

建築にも利用者の居場所があり、思い出が宿る。

それは決して失ってはいけない大切な空間である。

建築は器であり、人や什器が介入することにより価値が現れる。

高円寺には価値のある街が広がるが、そこに約80年間眠る都市計画道

路が存在する。木造密集地域であるこの地に延焼遮断帯を形成する。街

の人は反対し、行政は執行する。こうして2つの意見は対比され、商店街

を高層化させるにあたり、双方の意見を尊重しながら、既存建築を残し高



別　紙

制作者名
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【コンセプト解説】

真塩凌弥

流動する余薫

フェーズ３として、既存の構造体を

残し空間を再編する。

什器を用いて上下階・左右の建

築空間をつないで高円寺らしい領

域を拡張していく。

そうすることで生まれる雑多な空

間は、駄菓子屋の中に図書館が

あったり、住宅の概念を残した空

間の変化を設けるなど、高円寺ら

しさを建築に落とし込む。
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